
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
三
条
中
「
公
租
公
課
又
は
公
共
料
金
（
日
本
国
内
に
お
い
て
供
給
さ
れ
る
電
気
、
ガ
ス
及
び
水
道
水
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
に
係
る
料
金
を
い
う
。）の
納
付
又
は
収
納
に
関
す
る
事
務
処
理
の
実
績
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の

者
に
準
じ
て
国
税
（
法
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
国
税
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
納
付
に
関
す
る
事
務
を

適
正
か
つ
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
納
付
受
託
者
に
対
す
る
納
付
の
委
託
）
に
規

定
す
る
納
付
受
託
者

公
租
公
課
又
は
公
共
料
金
（
日
本
国
内
に
お
い
て
供
給
さ
れ
る
電
気
、
ガ
ス
及
び
水
道
水

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
料
金
を
い
う
。）の
納
付
又
は
収
納
に
関
す
る
事
務
処
理
の
実
績
を
有
す
る

者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
準
じ
て
国
税
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
納
付
受
託
者

地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
（
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
等
）
に
規
定
す
る

指
定
代
理
納
付
者
と
し
て
道
府
県
税
又
は
都
税
の
納
付
に
関
す
る
事
務
処
理
の
実
績
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
ら

の
者
に
準
じ
て
国
税
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で

あ
る
こ
と
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」を
加
え
、「（
以
下
こ

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
納
付
の
委
託
」
と
い
う
。）」を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
納

付
の
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、「
払
込
取
扱
票
」
の
下
に
「
又
は
納
付
書
記
載
事
項
に

係
る
電
磁
的
記
録
（
法
第
三
十
四
条
の
六
第
三
項
（
納
付
受
託
者
の
帳
簿
保
存
等
の
義
務
）
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録

を
い
う
。
第
十
二
条
の
二
第
一
項
（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
の
表
示
等
）
に
お
い
て
同
じ
。）」を
加
え
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

納
付
受
託
者
は
、
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
国
税
を
納
付
し

よ
う
と
す
る
者
の
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
国
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
に
、
そ
の
旨
を
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

二
十
九
年
適
用
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十

七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
内
容

（
当
該
資
産
の
譲
渡
等
が
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
八
年
法
律
第
十
五
号
）
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
の
内
容
及
び
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
で
あ
る

旨
）」と
、
同
号
ニ
中
「
資
産
の
譲
渡
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た
資
産
の
譲
渡
等
の
」

と
、
同
項
第
三
号
ハ
中
「
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
（
当
該
仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
が
他
の
者
か
ら
受
け

た
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
の
内
容
及

び
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
旨
）」と
、
同
項
第
五
号
ハ
中
「
内
容
」と
あ
る
の
は「
内

容
（
当
該
貸
倒
れ
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
が
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
の

内
容
及
び
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
で
あ
る
旨
）」と
、
同
号
ニ
中
「
貸
倒
れ
」
と
あ
る
の
は
「
税
率
の
異

な
る
ご
と
に
区
分
し
た
貸
倒
れ
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
課
税
資
産
の
譲
渡
等
（
」
と
あ
る
の
は
「
課
税
資
産
の
譲

渡
等
（
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）（
」
と
、「
）
と
」
と
あ
る
の
は
「
）
と
二

十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
令
第

五
十
七
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
種
類
ご
と
の
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
）

と
」
と
、「
に
区
分
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
と
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
た
」
と
す
る
。

（
課
税
標
準
額
に
対
す
る
消
費
税
額
の
計
算
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

二
十
九
年
適
用
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
消
費
税
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
九
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
次
項
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
」
と
、「
計
算
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
税

率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
」
と
、「
に
百
十
分
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
の
う
ち
、
課
税
資
産
の
譲
渡
等

（
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
五
号
）

附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
税
込
価
格
の
合
計
額
に
百
十
分
の
十
を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
及
び
二

十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
税
込
価
格
の
合
計
額
に
百
八
分
の
八
」
と
、「
の
端
数
を
」と
あ
る
の
は「
の

端
数
を
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
」
と
、「
明
示
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
明
示
し
た
」と
、「
、
同
法
」

と
あ
る
の
は
「
、
消
費
税
法
」
と
、「
当
分
の
間
、
当
該
端
数
を
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
端
数
を
税
率
の
異
な
る
ご
と

に
区
分
し
て
」
と
す
る
。

２

二
十
九
年
適
用
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
消
費
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
九
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
）
と
」
と
あ
る
の
は
「
）
を
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
金
額
と
」
と
、「
合
計

額
（
」
と
あ
る
の
は
「
合
計
額
を
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
金
額
（
」
と
、「
端
数
を
」
と
あ
る
の

は
「
端
数
を
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
」
と
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
二
十
一
号

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
第
二
項
、
第
七

十
四
条
の
十
三
の
二
及
び
第
百
二
十
四
条
第
一
項
並
び
に
国
税
通
則
法
施
行
令（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）

第
七
条
の
二
第
二
号
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
通
則
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
税
通
則
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
税
通
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
は
、
三
十
万
円
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
納
付
書
は
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
職

員
か
ら
交
付
又
は
送
付
さ
れ
た
納
付
書
（
納
税
告
知
書
の
送
達
を
受
け
た
場
合
に
は
、
納
税
告
知
書
）
で
あ
り
、か
つ
、

バ
ー
コ
ー
ド
の
記
載
が
あ
る
も
の
」
を
「
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
国
税
（
法
第
二
条
第
一
号
（
定

義
）
に
規
定
す
る
国
税
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
納
付
し
よ
う
と
す
る
金
額
が
三
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

二

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
国
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
金

額
が
一
千
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
国
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
つ
て
決

済
す
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
以
下
で
あ
る
場
合

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
職
員
か

ら
交
付
又
は
送
付
が
さ
れ
た
納
付
書
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
（
納
付
の
手
続
）
に
規
定
す
る
納
付
書
を
い
う
。
次

項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
か
つ
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
通
知
と
す

る
。

一

国
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
当
該
国
税
に
係
る
税
目
及
び
税
額
そ
の
他
の
納
付
書
に
記

載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
（
第
七
条
第
三
項
（
納
付
受
託
の
手
続
）
及
び
第
八
条
第
二
号
イ
（
納
付
受

託
者
の
報
告
）
に
お
い
て
「
納
付
書
記
載
事
項
」
と
い
う
。）

二

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
及
び
有
効
期
限
そ
の
他
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
用
す
る
方
法
に
よ
る
決
済
に
関
し
必
要
な
事
項
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